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研究成果の概要（和文）：本研究では，原因変数が観測上のエラーを含むときの統計的因果推論モデルの問題点
を明らかにするとともに，その解決方法を開発した．具体的には，観測上のエラーが存在する状況において，統
計的因果推論モデルにおける重要なパラメータのひとつである局所平均処置効果を識別できるための十分条件を
導出するとともに，局所平均処置効果を推定するための推定方法を開発した．くわえて，局所平均処置効果の研
究成果に関連する，いくつかの拡張的な研究成果も得られた．

研究成果の概要（英文）：In this study, I examined statistical causal inference models in which the 
causal variable may be misclassified due to the presence of measurement error. I obtained the 
following results. First, I clarified identification problems caused by the presence of measurement 
error. Then, I proposed new identification results for local average treatment effects, which is one
 of the most important causal parameters in the literature, when the causal variable may be 
misclassified. Based on the identification result, I also proposed estimation procedures for the 
local average treatment effects. In addition, I studied how to extend these results to other 
statistical causal inference models.

研究分野： 計量経済学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
政策の効果を評価するために，経済学の実証研究では局所平均処置効果モデルを利用することが多い．経済学の
実証研究ではデータ収集の過程で原因変数にエラーが含まれてる可能性があるが，これまでの多くの実証研究で
はそのようなエラーから生じる問題に対処できていなかった．本研究で得られた研究成果を利用すれば，このよ
うなエラーから生じる問題を解決できるとともに，政策の効果を正しく評価できる蓋然性を高めることができる
といえる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
経済学の実証研究では，処置変数（原因変数）が内生的であると同時に，測定誤差（観測上の

エラー）を含むと考えられる状況が頻出する．しかし，これまでの計量経済学分野では，内生的
な処置変数が観測誤差を含むときの統計的因果推論における問題点，および，このような状況下
において因果効果パラメータを正しく調べるための方法は近年まで十分には理解されていなか
った．その結果として，内生的な処置変数が観測誤差を含みうる実証研究では，観測誤差が引き
起こす問題の影響のために，経済変数間の因果関係を正しく評価できていなかった可能性があ
る． 
 
 
２．研究の目的 
(１) 内生的な処置変数が観測誤差を含む状況において，既存の統計的因果推論モデルにおいて

生じる問題点を明らかにする． 
(２) 内生的な処置変数が観測誤差を含む状況において，計量経済学における重要な因果推論パ

ラメータのひとつである局所平均処置効果を識別するための新規手法を開発する． 
(３) 開発した識別結果にもとづき，局所平均処置効果を推定するための新規手法を開発すると

ともに，当該推定手法のパフォーマンスを評価するためのモンテカルロ・シミュレーション
実験と実証分析例を展開する． 

(４) 局所平均処置効果に関する研究成果の拡張として，回帰不連続デザイン，分布処置効果・分
位点処置効果を調べるための因果推論モデル，限界介入効果モデルにおける内生的な処置
変数が観測誤差を含むときの問題点を明らかにするとともに，各因果推論モデルにおいて
観測誤差の存在を許容しつつ因果効果パラメータを識別・推定するための新規手法を開発
する． 

 
 
３．研究の方法 
(１) 以下の目的については，計量経済学と統計学の理論を拡張することで，理論的な証明を展開

した． 
(ア) 内生的な処置変数の測定誤差が引き起こす識別問題の解明 
(イ) 局所平均処置効果を識別するための十分条件の導出 
(ウ) 識別結果にもとづく局所平均処置効果の推定量の構築とその統計的性質（一致性・漸

近正規性・漸近効率性など）の導出 
(エ) 回帰不連続デザインにおける因果効果パラメータ，分布処置効果，分位点処置効果，限

界介入効果などの因果効果パラメータを識別・推定するための新規手法の検討 
 

(２) 以下の目的については，コンピューターを利用し，実証的なアプローチによる分析を展開し
た． 
(ア) 局所平均処置効果の識別・推定手法の現実的なパフォーマンスを調査するためのモン

テカルロ・シミュレーション実験の実施 
(イ) 開発した局所平均処置効果の識別・推定手法の有用性を実演するための実証分析例の

展開 
 
 
４．研究成果 
(１) 内生的な処置変数が測定誤差をふくむときには，局所平均処置効果の既存の識別結果は成

立しないことを証明した．具体的には，一般的な因果推論モデルで考えられる二値処置変数
の観測誤差がかならず非古典的な測定誤差となることに起因して，既存の結果をもとに局
所平均処置効果を識別しようとする場合，既存の識別子は測定誤差の分布に依存する識別
バイアスをもつことを示した．また，バイアスの方向は正にも負にもなりうることを明らか
にした． 

(２) 内生的な処置変数の測定誤差を許容しつつ，局所平均処置効果を識別・推定するための統計
的手法を開発した．具体的には，共変量，追加的な操作変数，繰り返し観測値のうち少なく
ともひとつの外生的な変数が観測されることを仮定したもとで，局所平均処置効果を点識
別するためのモーメント条件を導出した．そして，局所平均処置効果と観測誤差の分布の推
定方法として，導出したモーメント条件にもとづく一般化モーメント推定を提案し，一般化
モーメント推定量の一致性，漸近正規性，漸近効率性を考察し，推定量の漸近分布にもとづ
く局所平均処置効果と観測誤差の信頼区間の推定方法も検討した． 

(３) 開発した局所平均処置効果の識別・推定手法のパフォーマンスを評価するためのモンテカ
ルロ・シミュレーション実験を行った．具体的には，開発した一般化モーメント推定量のバ
イアス・標準偏差・信頼区間の信頼水準などをシミュレーション実験により計算すること
で，数学的に証明した理論の正しさを検証するとともに，開発した一般化モーメント推定量
が測定誤差を無視した既存の推定量よりも望ましい性質を有することを確認した． 

(４) 開発した局所平均処置効果の識別・推定手法の有用性を実演するために，米国における賃金



と学歴の調査データにもとづく実証分析例を展開した．実証分析の結果として，測定誤差の
存在を無視した既存の推定量は大学卒業の賃金に対する平均的な因果効果を過大に評価す
る一方で，本研究で開発した一般化モーメント推定量は大学卒業の賃金に対する平均的な
因果効果を正しく評価できることを実演した． 

(５) 開発した局所平均処置効果の識別・推定手法を簡易に利用できるようにするために，Rパッ
ケージを作成し，研究代表者のウェブサイト（https://sites.google.com/view/takahide-
yanagi/software）において公開した． 

(６) 以上の研究成果をまとめた論文を執筆し，国内外の学術会議において積極的に報告した．さ
らに，当該論文は計量経済学分野の国際学術雑誌である Econometric Reviews に掲載され
た（文献①）． 

(７) 以上の研究成果の拡張として取り組んでいる，回帰不連続デザインにおける因果効果パラ
メータ，分布処置効果，分位点処置効果，限界介入効果などの因果効果パラメータを識別・
推定するための新規手法の開発は未完了であり，現在も遂行中の研究課題である．科学研究
費助成事業の補助事業期間外とはなるが，2020 年度以降も，これらの研究計画には取り組
んでいく予定である． 
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